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	大腸がん及び乳がんはがん化学療法が長期にわたるがんです。抗がん剤による治療では吐き気の予防などのために副腎皮質ステロイド剤がしばしば用いられます。このステロイド剤の長期使用に伴う副作用で、糖尿病を発症もしくは血糖のコントロールが悪化することがあります。
	そこで、ステロイド累積投与量による糖尿病発症率とリスク因子について、大腸がん及び乳がんの患者さんを対象に調査します。

